
  

 

 

 

ベナン月報（２０２３年４月） 

【内政】 

 ５日、外務・協力省から「協力」に関する権限が経済・財務省に移管され、外務・協力省は外

務省に名称変更された。（６日及び７日各紙） 

 １２日、クナム国璽尚書・法務大臣が解任された旨報じられた。（１３日、Le Matinal 紙他） 

 １７日、デチェヌ国璽尚書・法務大臣及びダホメ・エネルギー担当長官（新設ポスト）が就任

し、ウス・エネルギー大臣及びヘホメ・インフラ・運輸大臣が解任された。（１８日各紙） 

【外政】 

 １５日から１６日、カガメ・ルワンダ大統領がベナンを訪問し、政府高官を含む専門知識を有

する人材の相互派遣、テロ対策のための軍事協力、国際法及び国連憲章の原則の遵守等

を盛り込んだ共同声明が発出された。（１７日各紙） 

【治安】 

 １７日及び１８日、ベナン国軍は、テロ対策のための軍のＰＲ戦略に係る国際会合を主催し、

周辺国軍関係者、米・独・仏軍関係者、治安政策専門家、記者、コミュニケーション専門家等

が出席した。（１９日、La Nation 紙他） 

 ２１日、メトヌ経済犯罪・テロリズム防止裁判所（ＣＲＩＥＴ）特別検事は、ベナンには現在１１８８

名のサイバー犯罪者が収監されていると述べた。（２４日、Le Matinal 紙他） 

【経済】 

 ５日、ＩＭＦは、ベナンの２０２２年の経済成長率を６．３％と発表した。（６日、Le Matinal 紙） 

 ２７日、令和３年度無償資金協力「新型コロナウイルス感染症を含む公衆衛生機器に対応す

るための国境管理能力向上計画（ＩＯＭ連携）」による供与機材の引渡式がグランポポで開催

され、近藤茂在ベナン日本国大使館参事官が出席した。（２８日、Le Matinal 紙） 

【文化・その他】 

 ７日、ＷＨＯは、設立７５周年記念行事の開始式典を実施した。（１２日、La Nation 紙） 

※下記内容は、La Nation 紙、Le Matinal 紙、L’Evénement Précis 紙、L’Economiste 紙および Le 

Matin Libre 紙の記事を元に記載したものです。 

 

【内政】 

・ ５日、外務・協力省から「協力」（coopération）に関する権限が経済・財務省に移管され、外務・

協力省は外務省に名称変更された。（６日及び７日各紙） 

・ １２日、クナム国璽尚書・法務大臣が解任された旨報じられた。（１３日、Le Matinal 紙及び Le 

Matin Libre 紙） 

（注）本月報は、主に現地紙における報道を当館限りで日本語

でまとめたものです。記事の中の客観事実は日本政府や現地政

府の公式見解と異なる場合がありますが、当館では文責は負い

かねますのでご了承ください。 



・ １３日、国民議会２０２３年第１回常会開会式が開催され、ガーナ議員団及びニジェール議員

団も出席した。また、国民議会議長就任式が開催され、ヴラヴォヌ議長は演説で、大統領任期

条項改正を含む憲法改正の可能性に言及した。（１３日、La Nation 紙及び Le Matinal 紙） 

・ １７日、デチェヌ国璽尚書・法務大臣及びダホメ・エネルギー担当長官（新設ポスト）が就任し、

ウス・エネルギー大臣及びヘホメ・インフラ・運輸大臣が解任された。また、政府機構改編によ

り、生活環境・運輸・持続的開発担当省（旧インフラ・運輸省所掌事務統合）及びエネルギー・

水利・鉱山省（旧エネルギー省所掌事務統合）が発足した。（１８日各紙） 

・ ２４日、タロン大統領は野党・民主党（Les Démocrates）ウンデテ党首と会談した。（２５日各紙） 

 

【外政】 

・ ３月３０日、仏、ルクセンブルク及びベナンは、ベナンにおける農業分野職業教育への資金提

供に係る協定に署名した。（３日、La Nation 紙、４日、Le Matin Libre 紙及び L’Economiste 紙） 

・ ３月３０日、ベナンを訪問中のザカロプル・フランス欧州・外務相付開発・仏語圏・国際連携担

当長官は、アベノンシ外務・協力大臣にレジオン・ドヌール勲章を授与した。（３日、La Nation 紙） 

・ ２日、在中国ベナン大使館及びベナン商工会議所等が主催し、北京で中ベナン貿易・経済協

力フォーラムが開催され、両国企業４００社以上が参加した。（４日、La Nation 紙及び

L’Economiste 紙） 

・ ズマルＩＣＴ・デジタル化大臣は、シューカン駐ベナン米大使を訪問し、科学、技術、工学及び数

学分野における女性の地位向上について意見交換を行った。（５日、La Nation 紙） 

・ ６日、ベナン大使として着任したベルギー王国大使が信任状写しをアベノンシ外務・協力大臣

に提出した。（７日、La Nation 紙、１１日、Le Matinal 紙及び L’Evénement Précis 紙） 

・ １５日から１６日、カガメ・ルワンダ大統領がベナンを訪問し、政府高官を含む専門知識を有す

る人材の相互派遣、テロ対策のための軍事協力、国際法及び国連憲章の原則の遵守等を盛

り込んだ共同声明が発出された。（１７日各紙） 

・ １８日、アベノンシ外務大臣はベナン訪問中のリンケービッチ・リトアニア外務大臣と会談し、教

育、技術、情報通信技術等の分野における関係強化等につき協議した。（１９日、La Nation 紙） 

・ ２１日、ホメキ・スポーツ大臣は、ベナンを訪問中の露スポーツ大臣との間で、選手強化及び国

民へのスポーツ振興における露の対ベナン支援に関する了解覚書に署名した。（２６日各紙） 

・ ２６日、ニジェール訪問中のビオ・チャネ開発及び省庁間連携担当国務大臣一行は、バズム・

ニジェール大統領と会談した。（２８日、L’Evénement Précis 紙） 

 

【治安】 

・ ３月１４日から１７日、国連テロ対策委員会執行事務局（ＣＴＥＤ）は、テロ対策及び暴力的過激

主義対策の評価のためベナンを訪問し、アプロ・ミセレテ（Akpro-Missérété）刑務所（テロ容疑

者収容）や経済犯罪・テロリズム防止裁判所（ＣＲＩＥＴ）等を見学した。（７日、Le Matinal 紙） 



・ ３月末、ベルギー連邦警察は、ベナン共和国警察への教育及び機材供与を行った他、治安問

題に関して意見交換を行った。（５日、Le Matinal 紙） 

・ ２日早朝、アタコラ（ATACORA）県マテリ（Matéri）のパンジャリ川付近の禁漁地帯で、漁師６名

が武装集団に攻撃され、４名が死亡した。（４日、Le Matinal 紙及び L’Evénement Précis 紙） 

・ １７日及び１８日、ベナン国軍は、テロ対策のための軍のＰＲ戦略に係る国際会合を主催し、ベ

ナン周辺国軍関係者、米・独・仏軍関係者、治安政策専門家、記者、コミュニケーション専門家

等が出席した。（１９日、La Nation 紙及び Le Matin Libre 紙、２０日、Le Matinal 紙） 

・ １８日、経済犯罪・テロリズム防止裁判所（ＣＲＩＥＴ）で、コカイン密輸の疑いで逮捕されたオラン

ダ人に対し、自由刑１５年及び罰金１０００万ＣＦＡフランが求刑された。（２０日、Le Matinal 紙） 

・ ２１日、メトヌＣＲＩＥＴ特別検事は、ベナンには現在１１８８名のサイバー犯罪者（容疑者及び受

刑者を含む）が収監されていると述べた。（２４日、Le Matinal 紙及び L’Evénement Précis 紙） 

 

【経済】 

・ ＩＭＦは、拡大信用供与措置及び拡大クレジット・ファシリティに関する第二次レビューの終了後、

ベナンによる約６８００万米ドルの追加引き出しを可能にした。（６日及び７日各紙） 

・ ５日、ＩＭＦは、ベナンの２０２２年の経済成長率を６．３％（前年比０．３パーセントポイント増）と

発表した。（６日、Le Matinal 紙） 

・ ７日、在ベナン仏大使館はベナン国軍への通信機器の供与式を実施し、ヴィジー大使が出席

した。（１４日、Le Matinal 紙、L’Economiste 紙及び L’Evénement Précis 紙） 

・ １１日、世界銀行は、社会保障強化を通じた貧困削減を目的とする１億ドルの対ベナン資金供

与協定への署名式を実施し、経済・財務大臣及び世界銀行ベナン事務所代表が協定に署名

した。（１３日、La Nation 紙、Le Matinal 紙及び L’Economiste 紙） 

・ １８日、ＩＭＦは２０２３年のサブサハラアフリカ諸国の経済成長率見通しを発表した。ベナンの

経済成長率は６％の見通し。（２０日、La Nation 紙） 

・ ２０日、コトヌ市内で第１回ベナン・中国投資フォーラムが開催された。フォーラム参加者のうち

約６０名はグロ・ジベ工業団地を視察した。（２４日、L’Economiste 紙） 

・ ２７日、令和３年度無償資金協力「新型コロナウイルス感染症を含む公衆衛生機器に対応する

ための国境管理能力向上計画（ＩＯＭ連携）」による供与機材の引渡式がグランポポで開催さ

れ、近藤茂在ベナン日本国大使館参事官が出席した。（２８日、Le Matinal 紙） 

 

【文化・その他】 

・ ７日、ＷＨＯは、設立７５周年記念行事の開始式典を実施した。（１２日、La Nation 紙） 

・ １５日、コトヌ市内で、６歳から１１歳の子どもを対象とする空手大会が開催された。（２０日、Le 

Matinal 紙） 

・ ２０日、外務省は、２０２３年のハッジ（メッカ巡礼）への参加費は１人当たり３４６万９５００ＣＦＡ

フラン（前年比３万５００ＣＦＡフラン減）に設定されたと発表した。（２４日、Le Matinal 紙） 


